
4. 皆さんに伝えたいことをどうぞ！ 

ミニ運転イベントにぜひご参加下さい！ 

SL 運転や子育て支援に興味を持たれて

おり、一緒に活動してくださる方を

募集しています。  

また、PCのWord、Excelの操作や、ポスター

などのデザインの得意な方も、ぜひ

活動に参加していただきたいです。 

あなたのご参加をお待ちしています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 活動を始めたきっかけや経緯を教えてください。 

1979 年、下松工業高校の職員・生徒達により、「下工弁慶号」の全面

的な修復作業が始まり、1981 年、学校の創立 60 周年記念式典で公開

運転されました。県知事、教育長も来賓ご出席。 

当会では、下松工業高校の卒業生、SL愛好者、子育て支援が好きな方が集

まり活動しています。 

いま復元ミニ機製作を進めていまして、6分の1サイズの鉄鋼製モデルが、

今年度中には完成予定です。 

3. 周南市市民活動グループバンクに登録しようと思ったきっかけは

なんですか。 

周南市内のイベントにも参加して、よりたくさんの方に、「下松べんけい号」

の魅力を伝えたいと思ったことと、活動スタッフ（イベントサポーター、

会員､支援者）の募集・獲得と､広報のためです。 

また、支援センターのワーキングコーナーで使用できる、印刷機、拡大機、

紙折り機はとても便利で、よく利用しています。 

 

1. 活動内容を教えてください。 

子どもたちが大好きな SL 下松べんけい号の活用を通じて、市民の明るく

健康で楽しい街づくりや、3 世代交流による子どもたちの個性を伸ばす子育て

支援などの活動を行うことを目的とします。年間で 10～12 件のイベント

を開催しており、復元ミニモデル機の公開運転なども実施しています。 

ミニモデル機に乗った子どもたちの楽しそうな笑顔を見ることができると、

とても嬉しい気持ちになります。 

 

 

 

 

 

NPO法人 下松べんけい号を愛する会 活動 

レポート① 

副理事長（事務局長兼務） 

栗田 一郎 さん 

 

☆5月 30日(木)～7月 31日（水） 

「パネル展示」 【周南市市民活動支援センター】 
 

★7月 14日(日) 日立英国向け車両陸上運搬にあわせて 

「下松べんけい号特別公開」 【下松市役所南側】 
 

☆「ミニ列車運転イベント」 

・7月 28日(日) 【下松市立図書館の東側】 

・10月予定 鉄道の日記念 【JR徳山駅南北自由通路】 

・11月予定 周南みなと祭り 【駅前図書館 2Fバルコニー】 
 

開催日が未定のイベントは決定次第、右の公式ホームページで

お知らせします。 

◆NPO 法人 下松べんけい号を愛する会◆ 

ｍｐ： 080-1946-5118（栗田 一郎） 
メール：info@benkeigo.org 
ホームページ：benkeigo.org 
 

 

2018.10.14「鉄道の日記念イベント JR西日本」 

【徳山駅】 

2018.10.28「周南みなとまつり」 

【周南市立徳山駅前図書館 2Fバルコニー】 

イ べ ン ト g 

mailto:info@benkeigo.org
file:///C:/Users/lifedesign/AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Content.IE5/JJT7JK33/benkeigo.org


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 活動内容を教えてください。 

旅行、文学と言語を勉強することが大好きで、今まで30カ国訪れたことがあります。

きっかけは15 歳の時に日本で一年留学したことで、今は24 年間も日本に住んで

います。(他チェコ4年間、スウェーデン4か月、ロシア1か月)。その経験を活か

して、「国際交流」、「外国から見た日本」をテーマにした講演会の経験があります。

小学校では英語の絵本の読み聞かせを 10 年ぐらい、また、子育て交流センター

で子育て中の悩みを話し合い、みんなで解決するというワークショップもしたこと

があります。 

講演会では、話をした後の質問の時間を大切にしています。質問から、また

新たな考え方、発見ができるからです。旅行でほかの国の文化に触れることによって、

いろいろな見方ができるようになります。同じ問題の解決法がほかにもある、考え方

次第で見方が変わるということを少しでもお伝えしたいと思います。 

今は特に、私自身が実際に住んで感じている山口県の魅力を発信し、より多く

の人に訪れていただけるような、観光関係・まちおこしの活動に興味があります。 

 
2. ボランティア人材バンクに登録しようと思った、

きっかけや経緯を教えてください 

支援センターにたまたま立ち寄った際に、職員の方

から「ボランティア人材バンク」の説明を聞きました。

登録することで、今までの経験を活かすことができ、

活動をとおして、新たな出会いができるのではないかと

いうことに魅力を感じて、来館したその日に申請書を提出し、

登録しました。 
平成２９年度寿教室講演会 【室積コミュニティセンター】 

「私から見た日本：異文化の面白さ」 

 
3. 皆さんに伝えたいことをどうぞ！ 

「ボランティア人材バンク」があることを、多くの方に知って

もらって、活用していただきたいです。 

また、ご自身の経験を活かしてなにか活動をしたいという気持

ちはあるけれど、どのようにしたらいいかわからないと思っている方

にも、「ボランティア人材バンク」の登録をぜひおすすめしたいと

思います。活動のきっかけや、いろいろなつながり・出会いがうま

れると思います。より深く自分の街を知ることができます。 

三宅 アリソン さん 

☆ボランティア人材バンクについて☆ 

 

周南市市民活動支援センターのホームページでは、仕事や趣味を通じて得た知識・技術・特技・資格等を

持ち、周南市内の依頼グループからの要望に基づき助言や指導等ができる周南市内在住又は在勤の

ボランティアの方を検索できる「ボランティア人材バンク」を公開しています。 

「ボランティア人材バンク」についての詳細は下記URL、またはQRコードよりご確認ください！ 

 

【URL】http://shunan-chiikijoho.jp/shimin/humanbank.php 

 
【QRコード】 

 

活動 

レポート② 
三宅 アリソンさん（ボランティア人材バンク） 

写真をお見せしながら、より内容をわかりやすく 

お伝えできるようにしています。 


